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⑤時代の変革期
（昭和43～45年）

新空港が三里塚に決定し、文字どおり日本の空の表玄関と
してクローズアップされた成田市。空港建設が急ピッチで進
められる中、昭和40年代半ばは、30年代から進めてきた種々
の事業が着々と実を結び、成田が大きく変貌した時代でした。
またこの時期は、宗吾御一代記館・成田山新勝寺大本堂の
落成、6年ぶりの成田祇園祭復活、成田商工まつりの開催、
北総の拠点市場となる成田市公設市場の建設、第28回国民体
育大会の準備など、市域全体が活気に満ちあふれ、大変な盛
り上がりを見せました。

昭
和
43
年
１
月
、
印
旛
村
吉
高
と
北

須
賀
を
結
ぶ
甚
兵
衛
大
橋
が
、
２
月
に

は
茨
城
県
河
内
村（
現
河
内
町
）と
竜
台

を
結
ぶ
長
豊
橋
が
相
次
い
で
開
通
し
ま

し
た
。

両
橋
の
完
成
は
、
こ
れ
ま
で
渡
し
船

も
し
く
は
数
十
㎞
も
回
り
道
を
し
て
い

た
成
田
市
と
周
辺
市
町
村
と
の
距
離
を

長
豊
橋
・
甚
兵
衛
大
橋
の
開
通

国
鉄
の
電
化

そ
し
て
国
道
51
号
線
の
舗
装
化

一
挙
に
短
縮
し
、
経
済
・
文
化
交
流
な

ど
が
飛
躍
的
に
発
展
し
ま
し
た
。

３
月
に
は
、
電
化
促
進
を
呼
び
掛
け

て
10
年
目
、
待
望
の
国
鉄（
現
Ｊ
Ｒ
）千

葉
〜
成
田
間
の
電
化
が
実
現
し
、
同
44

年
５
月
に
は
、
国
道
51
号
線
の
佐
倉
〜

佐
原
間
が
、
６
年
の
歳
月
と
32
億
円
の

巨
費
を
投
じ
舗
装
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
成
田

市
の
道
路
交
通
網
の
整
備
や
、
輸
送
力

ア
ッ
プ
を
も
た
ら
し
た
電
化
に
よ
っ
て
、

京
葉
臨
海
工
業
地
帯
と
鹿
島
臨
海
工
業

地
帯
の
中
間
に
位
置
す
る
北
総

地
域
の
発
展
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
そ
れ
ま
で
住
民
の
足

と
し
て
利
用
さ
れ
た「
竜
台
の

渡
し
」「
印
旛
沼
の
渡
し
」、

数
々
の
フ
ァ
ン
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
生
ん
だ
蒸
気
機
関
車
が
、
成

田
か
ら
姿
を
消
し
た
の
も
こ
の

時
代
の
こ
と
で
す
。

甚兵衛大橋の開通式（昭和43年1月29日）

完成した長豊橋。これにより成田―江戸崎線が完通
（昭和43年2月）

千葉駅での電化完成祝賀電車
出発式（昭和43年3月26日）

国道51号線舗装完成祝賀開
通式（昭和44年5月7日）
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御
料
牧
場
で
育
ち
、

教
職
を
定
年
退
職
後
、

三
里
塚
御
料
牧
場
記

念
館
で
案
内
役
を
務

め
た
新
島
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。「牧

場
に
は
、
い
く

つ
も
の
顔
が
あ
り
ま

す
。
第
一
に
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
三
代

に
わ
た
り
天
皇
家
の

食
材
を
提
供
し
た
牧

場
、
第
二
に
獣
医
学
の
発
祥
地
、
第

三
に
名
馬
の
里
で
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
人
々

に
親
し
ま
れ
、
豊
か
で
美
し
い
自
然

で
し
た
。

春
は
一
目
五
千
本
と
う
た
わ
れ
た

桜
が
、
夏
に
は
牧
場
内
や
軽
便
鉄
道

跡
地
な
ど
一
面
に
ア
ラ
ゲ
ハ
ン
ゴ
ン

草
の
黄
色
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

花
の
名
前
を
知
ら
ず
、
牧
場
花
・
鉄

道
花
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
秋

は
紅
葉
、
冬
は
ま
る
で
じ
ゅ
う
た
ん

を
敷
き
つ
め
た
よ
う
な
赤
や
黄
金
色

の
落
葉
。
四
季
折
々
の
風
景
に
は
、

風
情
が
あ
り
美
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
こ
ん
な
見
方
も
で
き
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
佐
倉
七
牧
の
一
つ
取

香
牧
が
、
明
治
時
代
に
は
国
営
の
下

総
牧
羊
場
・
取
香
種
蓄
場
が
開
設
、

昭
和
は
終
戦
後
の
大
開
墾
と
入
植
、

そ
し
て
新
空
港
の
建
設
。
こ
う
し
て

見
る
と
三
里
塚
は
、
日
本
の
近
代
化

の
大
き
な
波
の
中
に
い
た
ん
だ
な
と

つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。

空
港
が
で
き
、
町
並
み
も
暮
ら
し

も
随
分
変
わ
り
ま
し
た
。
当
時
は
寂

し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
場
所

が
違
っ
て
も
御
料
牧
場
が
残
っ
て
い

る
と
い
う
だ
け
で
本
当
に
う
れ
し
い

で
す
。
そ
し
て
多
く
の
人
に
こ
れ
ま

で
の
三
里
塚
の
歩
み
を
伝
え
残
せ
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。」

新
島
新
吾
さ
ん

（
大
清
水
）

三里塚ではほとんど見られなくな
ったアラゲハンゴン草

四季折々の美しさが忘れられない
三里塚を語る

４，
０
０
０
ｍ
滑
走
路
、
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
な
ど
の
諸
施
設
の
完
成
を
目

指
し
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
新
空

港
建
設
の
第
１
期
工
事
。
そ
の
建
設
に

必
要
な
大
量
の
資
材
を
運
ぶ
た
め
、
昭

和
44
年
４
月
、
国
鉄
成
田
駅
か
ら
土
屋

地
先
ま
で（
約
３
㎞
）の
資
材
輸
送
専
用

線
と
約
11
ha
の
水
田
を
埋
め
立
て
る
資

材
置
場
の
造
成
工
事
が
着
工
、
１
年
後

に
完
成
し
ま
し
た
。

姿
を
現
し
た
新
空
港

鉄
道
輸
送
に
よ
る
資
材
は
、
関
東
一

円
か
ら
運
ば
れ
る
砕
石
、
千
葉
港
を
経

由
す
る
砂
、
砂
利
、
セ
メ
ン
ト
な
ど
で
、

年
間
約
２
０
０
万
ト
ン
に
も
及
び
ま
し

た
。
そ
し
て
、
資
材
置
場
か
ら
三
里
塚

ま
で
は
ダ
ン
プ
で
輸
送
さ
れ
ま
し
た
。

空
港
内
工
事
の
最
盛
期
に
は
、
１
日

平
均
延
べ
７，
６
０
０
台
の
ダ
ン
プ
が
出

入
り
し
、
２
８
０
台
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
が
稼
働
。
よ
う
や
く

そ
の
全
容
を
現
し
始
め
ま
し
た
。

日
本
の
牧
畜
業
の
先
駆
的
な
役
割
を

果
た
し
た
下
総
御
料
牧
場
。
空
港
建
設

に
伴
い
栃
木
県
高
根
沢
に
移
転
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
が
昭
和
44
年
の
８
月
の

こ
と
で
す
。

こ
の
年
の
４
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で

行
わ
れ
た
最
後
の
桜
ま
つ
り
は
、
牧
場

に
別
れ
を
惜
し
む
花
見
客
で
連
日
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

新
牧
場
へ
は
、
80
家
族
約
３
０
０
人

と
家
畜
約
４
０
０
頭
が
移
転
。
８
月
11

日
に
は
、
三
里
塚
小
学
校
と
遠
山
中
学

校
で
転
校
す
る
子
ど
も
た
ち
の
お
別
れ

会
が
、
18
日
に
は
牧
場
内
の
総
駿
会
館

で
閉
場
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
治
８
年
、
下
総
牧
羊
場
と
し
て
発

足
以
来
、
一
世
紀
余
り
の
歴
史
に
幕
が

降
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

下
総
御
料
牧
場
の
閉
場

下総御料牧場閉場式（昭和44年８月18日）

4,000ｍ滑走路の輪郭が
現れる（昭和45年）

土屋地先に完成した資材輸
送専用線（昭和45年4月）


